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令和元年山開きの様子（山頂付近）

ハクサンシャクナゲ　

コメツガ林の様子

五
ご よ う ざ ん

葉山自然観察教育林 （岩手県大船渡市・釜石市・住田町）

【概要】
　五葉山自然観察教育林は、岩手県沿岸の南東部に位置し、標高 1,351mの五葉山山頂
からは、三陸復興国立公園であるリアス式海岸の雄大な眺めを楽しむことができます。
五葉山は、岩手県立自然公園に指定されており、樹木の種類も豊富で、ダケカンバ・ミ
ズナラ・ヒノキアスナロ・ゴヨウマツ・コメツガなどから構成される豊かな森林があり
ます。また、田中澄江氏の随筆集「花の百名山」にも名を連ねており、ヤマツツジ・レ
ンゲツツジ・ハクサンシャクナゲ・ガンコウラン・コケモモや五葉山の固有種であるゴ
ヨウザンヨウラクなどの花々があり、季節に応じて様々な森の表情を楽しむことができ
ます。
　五葉山の名前の由来は、藩政時代に伊達藩直轄の山であり、ヒノキ・ツガなどの林産
資源が豊富で重要な山であったことから、「御用山」と呼ばれていたことに由来し、そ
れが後に、この山で多く見られるゴヨウマツ（五葉松）に因んで「五葉山」と呼ばれる
ようになったといわれています。

【見どころ】
　五葉山の山開きは例年４月頃に行われており、ヤマツツジ・レンゲツツジの花の見ご
ろは、５月下旬から６月上旬ぐらいまでで、赤坂峠口周辺、畳石の南側、黒岩の西側のつつ
じヶ峯で群生しており、ツツジ観賞会が開催されています。ハクサンシャクナゲの花の見
ごろは７月中旬、しゃくなげ荘付近や日枝神社の西側に見事な群落があります。

※大船渡市観光物産協会HP　http://sanriku-ofunato.or.jp/

※イベント等の開催につきましては、大船渡市観光物産協会へお問い合わせください。

【アクセス】
　登山者の多い赤坂コース（赤坂峠口）へは、釜石自動車道宮守ICから自動車で約１時間。

 【 表紙の写真 】
春うらら（nishi、北海道池田町）
2017年度「わたしの美しの森フォトコンテスト」
受賞作品




